
2023年度　事　業　計　画

電 話 相 談
①　相談時間：13：00～22：00 年中無休
②　「自殺予防いのちの電話」フリーダイヤルへの協力
　　毎月10日８：00～（24時間）全国一斉
③　相談員構成（2023年４月現在）
　・実動数：99名（男性26名・女性73名）、
　　研修生：7名　総数106名
④　相談員のケア体制の充実
⑤ 　関連事業への協力（いのちの電話連盟ＦＤと連携、男の悩み
ほっとライン事業受託）

⑥　電話設備機器の整備

相談員養成相談員研修
①　26期生相談員の募集・養成（６月に20名募集・10月開講）
②　相談員の継続研修（毎月１回、８グループ）
③　契約更新スーパービジョンの実施
④　ボランティアリーダーの養成
⑤　連盟の全国相談員研修会、その他関連研修会への派遣
⑥　認定委員会議（随時）
⑦ 　研修の遠隔参加（Zoom等）の試行と実施

財務基盤の充実
①　個人・団体等後援会員の新規加入のための活動
②　年末特別賛助金のお願い
③　啓発リーフレットの作成と配布
④　常設募金箱の設置と回収（常時対応）
⑤　チャリティーコンサートなどの主催（後援会）と協力
⑥　バザーなどの開催（現在は事務所内で小規模開催　不定期）
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広　　　報
①　広報紙の編集と発行（６月、11月）
②　ポスター・リーフレット・パンフレット等の作成と配布
③　主催・協力事業の広報
④　マスコミへの広告の実施

会議・運営・その他
①　評議員会の開催（５月）
②　理事会の開催（４月、５月、11月、３月）
③　後援会総会の開催（７月）
④　運営委員会・拡大運営委員会
⑤　各委員会のメンバーの拡充
⑥　研修担当者と研修委員の合同会議
⑦　相談員と役員の交流・研修（達成賞の授与式等）
⑧　自殺対策相談機関との連携と協力
⑨　ボランティア支援団体との協力
⑩　自死遺族支援事業への協力
⑪　研修会等への講師派遣

事　務　局
①　山形センター、庄内分室の運営・管理
②　財務関係
③　統計資料の作成
④　ホームページの管理
⑤　日本いのちの電話連盟主催の会議や関係機関の会議への参加
⑥　マスコミ取材へ積極的に協力
⑦　会議、研修でのZoom利用環境の整備、活用の試行と運用

「「最近思うこと最近思うこと」」
山形いのちの電話評議員山形いのちの電話評議員
元児童福祉施設山形学園園長元児童福祉施設山形学園園長　片　桐　弥　生片　桐　弥　生

　コロナウイルスが猛威をふるい、世界中に蔓延
し２年が過ぎました。マスク着用、行動制限、
ソーシャルディスタンス、リモートワーク等々生
活が激変し、閉塞感や不自由さを感じ我慢を強い
られることが多く、精神的不調を抱える方が増え
ているということです。ワクチン接種が進み制限
緩和の動きもでていますが、毎日の発生件数の
ニュースから、いまだ不安は消えず先の見えない
状況が続いています。
　このような状況が影響してか、マスコミでは芸
能人の相次ぐ自殺が報じられ、また、社会的に弱
い立場にある女性や小中学生の自殺も増えてきて
いるとのことです。自殺の報道の後には必ず「い
のちの電話」の連絡先が映り、アナウンサーが声
高に復唱しています。「いのちの電話」と全く接
点のなかった私が、この度評議員として関わらせ
ていただくことになり、関係資料等を拝見し活動
のすばらしさ大事さを知るとともに微力ながら務
めさせていただきたいと思っております。
　私は、以前児童養護施設に勤務しておりました。
施設の入所児童の多くは親からの虐待が第１の理
由でした。大人への不信感が強く、発達の遅れ、
情緒不安定、攻撃性など問題行動がありコミュニ
ケーションがうまくできない等の課題を抱えてお
り18歳（高校卒業）で退所しなければなりません。
（現在は措置延長あり）
　ある時、高校３年生の男子が校則違反で停学に
なりました。「まもなく就職試験があるのにどう
したの ?」と尋ねると、男子生徒は「悪いことを
するとずっと学園に居られるんだろう」との返事。
法律では18歳で退所しなくてはならないことを伝
えると「俺は宇宙で独りぼっちになる」と大声で
泣き出したのです。社会に放り出される不安、自
信のなさ……　心の奥底に抱えている辛さ、苦し
み、痛みの大きさ、深さ、闇を改めて思い知らさ

れた出来事でした。施設では24時間365日職員が
子供たちと一緒に生活を営んでいます。彼とも卒
業までの半年たくさん話をし、全職員で小さい子
以上に「手をかけ、目をかけ、心をかけ」関りを
持ちました。退園の時「何かあったら学園に電話
するから」と笑顔で巣立っていきました。「自分
が大切な存在」であることが実感できると、自己
肯定感、相手を大切にする気持ちやコミュニケー
ション能力が高まり、生きる力となるのだと学ば
せてもらいました。
　どんないのちも「大切なかけがえのないいの
ち」です。生きていればこそ味わえる沢山の毎日
に感謝しつつ、すべての人の未来に幸多かれと願
わずにはいられません。
　最後に、ウクライナでの戦争のニュースが毎日
報じられ胸を痛めています。友人からイギリス発
祥の平和のシンボルの花「ホワイトポピー」のこ
とを教えていただき沢山手作りし配っています。
ウクライナに１日も早く平和が訪れますようにと
の祈りを込めて胸に付けていただいております。
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電話の向こうに君の笑顔が見える……

山形いのちの電話

「山形いのちの電話チャリティーコンサート」に寄せて

　「山形いのちの電話チャリ
ティーコンサート」は、コロナ禍
で残念ながら2019年を最後に開催
を断念しておりましたが、来年の

３月26日（日）に久し振りに開催する事に致しま
した。多くの困難や課題を抱えながら一つ一つ解
決し、開催まで漕ぎつけて頂いた井上後援会長初
め実行委員会の皆さん、そしてご尽力頂いた多く
の関係者の皆さんに深く感謝申し上げます。
　このコンサートの目的は二つ有ります。一つは、
「チャリティーコンサート」という名称通りチ
ケット代金の一部を「いのちの電話」へ寄付して
頂き、運営費用の一部とさせて頂く事であります。
些か厚かましいかとも思いますが、「いのちの電
話」の意義をご理解頂きご賛同頂ければ幸いです。
そしてもう一つは、このチャリティーコンサート
を通じて「いのちの電話」へのご理解を深めたい
という事であります。是非その趣旨をご理解頂き
ご協力頂けますようお願い申し上げます。
　今回のコンサートは、以前にも出演して頂いた
村井秀清さんグループをメインにお迎えして開催
致しますが、前回もご好評を頂きましたし、村井
さんご自身も張り切っておられるそうですので、
素晴らしいコンサートになると思い期待をしてお
ります。
　コンサート成功の為には、事前の入念な打ち合
わせと準備、当日の役割り分担とその完遂、そし
て演奏者の方々の高いパフォーマンス等が求めら
れると思いますが、その前にチケット販売という
大仕事が有ります。2019年の時は目標の800枚を
完売して頂き、「いのちの電話」の活動に多大な
ご貢献を頂きました。改めて感謝申し上げます。
今回も前回同様「山形テルサホール」の大ホール
を使用し、800枚のチケット販売を目標としてお
ります。関係者の皆さんには慣れないご苦労をお
掛けすると思いますが、私も率先垂範チケット販
売に全力で取り組む積りでおりますので、是非ご
協力を頂きますよう宜しくお願い申し上げます。
　コロナの感染拡大に歯止めがかからない状況で
の開催となりますが、万全な対策の下開催し、感
染者を出す事無く、そして前回同様大成功裏に終
わりますよう皆さんの格段のご理解とご協力を宜
しくお願い申し上げます。

理事長理事長　長谷川　憲　治長谷川　憲　治
　日頃は「山形いのちの電話」を
支えて頂き誠に有難うございます。
　前回、「第17回いのちの電話チャ
リティーコンサート」は、2020年

１月13日に山形テルサ大ホールで山辺町出身の
シュガーシスターズのお二人にご出演頂き、又山
形県立西高等学校の合唱団の生徒さん達にも参加
頂き開催致しました。明るく華やかなシュガーシ
スターズのお二人のお声と、緊張しながらも一生
懸命唄う女子高校生の歌声に、寒い中お出かけ頂
いたお客様にはご満足いただけたのではないかと
思っております。
　そして、その翌日14日にはＷＨＯが新型コロナ
ウイルスを確認し、15日には日本国内で初めて感
染を確認、２月４日にはクルーズ船ダイヤモンド
プリンセス内で集団感染が発生し、28日には一斉
臨時休校が政府から通達されました。今に続く新
型コロナウイルス感染症の始まりでした。
　いまだに新たな感染者が発生し続けており、日
本、そして世界各国の経済は大きな打撃を受け、
人々の生活も変わりました。しかし、20年度・21
年度には開催できなかったチャリティーコンサー
トですが、今年度は年度の替わる直前2023年３月
26日に山形テルサ大ホールに第16回目にご出演頂
いた村井秀清さんとご自身のユニット「Merged 
Images」をお迎えし、又山形で活躍されている
マリンバ ピアチェーレにもご参加頂き開催致し
ます。ここしばらく新型コロナ感染拡大により海
外旅行もままなりませんでしたが、ＮＨＫＢＳプ
レミアムで放送されている「世界ふれあい街歩
き」の中で流れる村井さん作曲のテーマ曲には心
癒されました。きっと当日も村井さんとユニット
の皆さんが演奏される心やさしい音楽、そしてマ
リンバの音色にご満足頂けるものと思います。
　春の休日是非お出かけください。

後援会会長後援会会長　井　上　弓　子井　上　弓　子

第18回チャリティーコンサート第18回チャリティーコンサート
日　時 2023年３月26日（日）
 午後１時30分開演
場　所 山形テルサ テルサホール
チケット代 3,000円
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電話の向こうに君の笑顔が見える……

山形いのちの電話
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2023年度　資金収支予算
（自）2023年４月１日　（至）2024年３月31日

（単位：円）

勘定科目 2023年度
予算額

2022年度
予算額 増減額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

研 修 事 業 収 入 800,000 650,000 150,000

補 助 金 収 入 1,832,000 1,832,000 0

経 常 経 費 寄 附 金 収 入 8,750,000 9,300,000 △ 550,000

そ の 他 の 収 入 801,000 700,000 101,000

事 業 活 動 収 入 計 ⑴ 12,183,000 12,482,000 △ 299,000

支
　
出

人 件 費 支 出 5,812,000 5,372,000 440,000

事 業 費 支 出 5,513,000 4,215,000 1,298,000

事 務 費 支 出 858,000 895,000 △ 37,000

事 業 活 動 支 出 計 ⑵ 12,183,000 10,482,000 1,701,000

事業活動資金収支差額⑶＝⑴－⑵ 0 2,000,000 △ 2,000,000

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

積 立 資 産 取 崩 収 入 1,000,000 1,000,000 0

財務調整積立預金取崩収入 1,000,000 1,000,000 0

その他の活動収入計⑷ 1,000,000 1,000,000 0

支
　
出

積 立 資 産 支 出 1,000,000 3,000,000 △ 2,000,000

建設準備預金積立支出 1,000,000 3,000,000 △ 2,000,000

その他の活動支出計⑸ 1,000,000 3,000,000 △ 2,000,000

その他の活動資金収支差額⑹＝⑷－⑸ 0 △ 2,000,000 2,000,000

当期資金収支差額合計⑺＝⑶＋⑹ 0 0 0

前 期 末 支 払 資 金 残 高 ⑻ 8,755,701 8,207,037 548,664

当 期 末 支 払 資 金 残 高 ⑺ ＋ ⑻ 8,755,701 8,207,037 548,664

－22－




